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  混ぜればゴミ、 
      分ければ資源！ 

鹿児島県大崎町住民環境課 
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大崎町の位置・人口・世帯数 

人 口 13,933人  世帯数 6,902世帯 

（平成27年3月31日現在） 
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ごみ分別のきっかけ 
 焼却施設が存在しないまち 
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清掃センターへの埋立処分量の推移（ｔ）
大崎町＋志布志市
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埋立開始 

資源ごみ（缶・ビン・ＰＥＴ）  
３品目分別開始 
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清掃センター（埋立処分場）の残余年数が逼迫 

対策：３つの選択肢 
 

  １ 焼却炉の建設 

      ⇒建設費・維持費の問題 

  ２ 新たな埋立処分場の建設 

      ⇒周辺住民の反対 

  ３ 既存の埋立処分場の延命化 

      ⇒分別ルールの策定・住民への説明 

5 

計画期間の平成１６年まで持たない！ 
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企 業 
（リサイクルセンター） 

（収集業者） 

住 民 
（家庭） 
（事業所） 

ホテル・レストランなど 

行 政 
（大崎町） 

連携・協力 

そして信頼 

説明・指導 許可・委託 

回収 

大崎町の取り組みは・・・ 
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・ システム（法律）の整備 

  行政はゴミを回収しなければならない 

   住民はゴミを分別して出さなければならない 

   行政が許可した企業でなければごみ収集はできない 

・ 分別品目を決める 

・ ゴミ出し日、時間、場所、収集ルートを決める 

・ 収集したゴミの出口（最終処分先）確保 

・ 企業と住民の役割づくり及び指導 

・ 地域リーダーを決めて指導 

行政の役割① 
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地域リーダーへの指導 

分別を開始する時、大崎町は１５０の地域で説明を行いました。 

今では年１回、１５０の地域リーダーへの研修会を行っています。 

行政の役割② 
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 学校での指導 イベントでの指導 

行政の役割③ 
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住民の役割① 

まず家庭・事業所で 
きれいにする 

分別する 
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分別したゴミを出す 

家庭ゴミは収集所へ 事業所ゴミは収集業者が回収 

住民の役割② 
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ボランティア清掃活動 

自分の町は 

自分できれいにする 

住民の役割③ 
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行政の委託・事業所の負担によるゴミの回収 

企業の役割① 
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ゴミの検査 

企業の役割② 



生ゴミ・草木を回収所に排出  収集業者が回収 大崎有機工場 

生ごみを破砕   スパンに投入    切返し作業   水分を調整しながら 
                         切返しを繰り返す 

完熟堆肥「環ちゃん」 製品袋詰め 製 品 異物を除去 

生ゴミの堆肥化 企業の役割③ 
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平成20年2月10日 

「ストップ温暖化大作戦」 全国大会 
（環境甲子園） 

特 別 賞 

  「地域循環賞」 受 賞 

鹿児島県代表 大崎町の取り組み 

  「知恵の環 ひとの環 資源の環 

              ストップ温暖化プロジェクト」が 
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Ｈ10年 4,382 ｔ → Ｈ26年 680 ｔ  
（約85％削減） 

資源ゴミ 



リサイクルの取組 上位10市町村 
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環境省：一般廃棄物処理事業実態調査（平成25年度） 

1. 鹿児島県 大崎町 1. 東京都 小金井市 1. 千葉県 千葉市 

80.0 % 49.8 % 32.3 % 

2. 鹿児島県 志布志市 2. 神奈川県 鎌倉市 2. 新潟県 新潟市 

76.8 % 48.4 % 27.2 % 

3. 徳島県 上勝町 3. 岡山県 倉敷市 3. 東京都 八王子市 

76.4 % 47.1 % 26.4 % 

4. 福岡県 大木町 4. 埼玉県 加須市 4. 愛知県 名古屋市 

63.6 % 40.7 % 25.7 % 

5. 北海道 小平町 5. 東京都 調布市 5. 神奈川県 横浜市 

63.5 % 38.9 % 25.7 % 

6. 北海道 本別町 6. 東京都 府中市 6. 福岡県 北九州市 

60.9 % 38.8 % 24.5 % 

7. 山形県 鮭川村 7. 東京都 国分寺市 7. 埼玉県 川口市 

59.8 % 38.7 % 23.9 % 

8. 北海道 興部町 8. 東京都 東村山市 8. 北海道 札幌市 

59.8 % 36.0 % 23.1 % 

9. 北海道 鹿追町 9. 東京都 西東京市 9. 静岡県 浜松市 

58.7 % 35.6 % 21.3 % 

10. 北海道 陸別町 10. 東京都 三鷹市 10. 神奈川県 相模原市 

58.0 % 34.6 % 21.0 % 

人口10万人未満 人口10万人以上50万人未満 人口50万人以上 

リサイクル率TOP10 
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項       目 
全 国 平 均 大   崎   町 

平成25年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

１人１日当たりのごみ排出量 958g 653g  643g  612g  

ごみのリサイクル率 20.6%  79.5%  79.2%  80.0% 

一般廃棄物最終処分場の 
残 余 年 数 19.3年  50～年 

１人当たりごみ処理事業経費 14,400円  6,498円  7,140円  7,064円 

資源ごみ売却益金 
  

  
10,332,961円 6,621,600円  8,918,021円 
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ゴミ出し困難者対策事業 
 

 

親族，近隣の方などの協力を得られず，家庭ごみを収集

所に排出することが困難な一人暮らしの高齢者等が対象  



分別のメリット①  
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単位 t/年 

約84％の削減 

建設当初 

H ２年(１９９０年） 
   ～H１６年（２００４年） 

 H２４年（２０１２年）現在 

残り４０～５０年は大丈夫!! 
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埋立処分場の延命化  

きれい 臭くない 
 というメリットも！ 



 収入の増加 
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分別のメリット②  



雇用の増加 

大崎町にあるリサイクルセンターでは、近隣自治体も合わせて100,000人分
の資源ゴミを取り扱っていて、40人程度の雇用が生まれています。 

分別のメリット③  
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○● ＪＩＣＡ草の根技術協力事業 ●○ 
インドネシア共和国 デポック市への環境指導 
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デポック市の
埋立処分場 

大崎町の 

埋立処分場 

平成24～26年度に廃棄物の減量化を目的としたゴミの分別排出・収集・運
搬・処理のシステムづくりについて指導しました 
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インドネシア デポック市への環境指導 

○● ＪＩＣＡ草の根技術協力事業 ●○ 



大崎町のごみ減量化の経緯等 

平成 ２年 ７月：曽於南部清掃センター埋立開始 

平成１０年 ９月：資源ごみ３品目分別開始（缶・ビン・ＰＥＴ） 

平成１１年 ８月：そおリサイクルセンター完成（民間施設） 

平成１２年 ６月：資源ごみ１６品目分別収集を開始 

平成１３年 ４月：生ごみモデル地区回収を開始（１８０戸）  資源分別収集で雑金属などを追加し２４品目に 

平成１３年１０月：菜種の播種を実施、菜の花エコに着手 

平成１４年 ４月：生ごみ分別と割り箸を追加  草木・剪定くずと生ごみ堆肥化，有機工場（民間施設）稼動 

平成１４年 ６月：全事業所の生ごみ分別を開始 

平成１４年 ７月：埋立処分場が３５年の延命 

平成１６年 ７月：有機物の埋立処分を全面禁止 

平成１７年 ７月：陶器類の収集を追加し２８品目に 

平成１８年 ４月：粗大ごみのステーション回収を廃止 戸別回収へ 

平成２３年１０月：高齢者等へのごみ出しサポート事業開始 

平成２４年 ８月：新聞＋チラシ，雑誌＋雑古紙を統合し２６品目に 

平成２４年 ８月：JICA草の根技術協力事業にてインドネシア国デポック市への環境指導開始（３年間） 

平成２５年 ４月：使用済み小型家電の分別収集を開始し２７品目に 

平成２７年 ８月：JICA草の根技術協力事業にてインドネシア国バリ州への環境指導開始（２年間） 
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これからもご協力を 

    お願いいたします!! 

ご清聴ありがとうございました 

 混ぜればゴミ、 
    分ければ資源！ 



＜メモ＞ 



 



 


